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■ 数列 { an }，{ bn } に対して，極限 limn→∞ (an + bn) と limn→∞ (an bn) がともに存在する場合に，極
限 limn→∞ an と limn→∞ bn がともに存在するかどうか調べ，ともに存在する場合には証明を与え，そうで
ない場合には反例をあげよ．

（解） 数列 { an }，{ bn } をすべての自然数 n に対して an = (−1)n，bn = (−1)n+1 と定義すると，

an + bn = 0, an bn = −1, n ∈ N

より条件をみたすが，{ an } と { bn } はともに振動して極限をもたない．
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